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図 1.に第 1、2、3および 4回目における廃棄絶
対誤差率を示した。第 1回、第 3回、第 4回、第
2回の順に廃棄絶対誤差率が高かった。 
 
 
図 1.実習回数および廃棄絶対誤差率の変化 
 
考察 
本研究では、調理技術が上達することが廃棄率
にどのように影響を及ぼすのか検討した。 
本研究においても実習回数を重ねるごとに廃棄
率の誤差が小さくなる傾向が認められた。 
しかし、今回の調査では食材の種類ごとでも検
討をおこなっていないため、今後は食材の種類と
廃棄率がどのような影響を及ぼすのか考慮する必
要がある。 
 
